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日本の進路神奈川版は、本年１月以来の発行になりますので、この号は１年のまとめの様な内容

になっています。また、年数回の発行を目標としていたのですが、年１回の発行となりましたこと

を、お詫びいたします。 
 

「日米地位協定の改定を求める意見書」を 
県内７自治体議会が国に提出、全国各地でも 

（詳細は３ページに記載） 
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NIHON NO SHINRO   第２２回総会 第２号  ２０２５年１２月  

神奈川版  

発 行 ： 自主・平和・民主のための広範な国民連合・神奈川 

〒230-0015 横浜市鶴見区寺谷 1―11―9 

045-633-4534 kakutasu0810@live.jp 角田  2025年 冬号 

「日米地位協定とは何か」第３弾 青年のスピーチ＆参加者のディスカッション 

布施祐仁さん（助言者）  学生７名が登壇しスピーチを行う 

（2025年 11月 8日開催 主催は「日米地位協定とは何か」第３弾実行委員会） 

日中不再戦、日米地位協定の改定、食料自給の

確立の課題で連携が広がった１年 
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青年のスピーチ＆参加者のディスカッション 
 

昨年６月に第 1 弾で布施祐仁さん、今年２月

に第 2 弾で伊勢﨑賢賢治さんによる講演学習会

で地位協定について学びました。本年１１月８

日開催の第 3 弾は、日米地位協定を抜本的に改

訂する道を切り開くには、思い切って若い年代

に日米地位協定を知ってもらう事と参加者全員

が自由に発言できる催しにという企画でした。

そのためにグループディスカッショという手法

に初めて取りくみました。日米地位協定の問題

点を深く追求することはあえて目指しませんで

した。 

全体では、県内の市議５名を含め約８０名の

参加、学生７名が登壇、会場にも２０名位の若

者が参加。参加者全員が元気付けられ、登壇者

も参加者も実行委員もほぼ満足な結果で終了し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

このイベントに参加された、渡邉 

朋子さんがイベントの内容をコミ 

ックエッセイにまとめられていま 

す。ご本人の了承を得て最初の１ 

ページを掲載いたします。続きは 

下記の QRコードでご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日米地位協定とは何か」第３弾の参加者全員でのグループデスカッション 

 

第２弾 伊勢﨑賢治さん 
講演会コミックエッセイは 

こちら 
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「日米地位協定とは何か」第３弾に参加して 
少しでも多くの人に活動するきっかけを与えられるような生き方をしたい 

張熙爛(チャンヒラン)：留学同神奈川 在日朝鮮人 4世 
 

こんにちは。在日朝鮮人 4 世の張熙爛（ちゃ

んひらん）です！今回、スピーチという形で参

加させていただいたのですが、一言で言うと本

当に行って良かったです！ 

私のスピーチでは普段活動している留学同

（在日本朝鮮留学同盟）の話をしました。主な

活動の内容と、私がこの活動をしている意味は

少しでも多くの在日朝鮮人が「在日朝鮮人とし

て生きていてよかった」って思ってくれるよう

な同胞社会にするためなんだということを 6 分

間に渡って話しました。 

他のスピーチをしていた方も普段活動してい

るものや世の中の問題意識などを話していてと

ても学ぶものが多かったです。そのあとのディ

スカッションでは普段サラリーマンをしている

方など老若男女問わず、日米地位協定や、運動

とはなにか、活動家はどこから活動家なのか、

などさまざまなお話をしましたが、その中でも

特に印象に残っているものをここでお伝えしま

す。 

活動家はどこから活動家なのかという話で、

今回の日米地位協定で学んだものをどのように

伝えれば良いのかわか

らないという意見が

多かったのですが、

ふと考えたとき誰か

になにかしらの影響

を与えられたとき、

それはもう活動家なん

じゃないのかなって私は

思って、それをお話したところみなさんがすご

く頷いてくれました。その姿を見て、活動家じ

ゃないのか、活動家なのかというものは表裏一

体で、誰かになにかを話すとき、なにかを伝え

るとき、そこに自分がどれだけ「活動している

んだ」という意識を持ちながら臨むことが大事

なんじゃないのかなと思いました。 

そのあと打ち上げをして、同年代ともすごく

仲良くなれて大人の方々のお話を聞けて本当に

学びのある、楽しい 1 日でした。私はこれから

も朝鮮人として、活動家として、少しでも多く

の人に活動するきっかけを与えられるような生

き方をしたいなと思った 1 日でした。会えた

方々、本当にありがとうございました！ 

 

 

「日米地位協定の改定を求める意見書」を 

県内７自治体議会が国に提出、全国各地でも 

 

日米地位協定の抜本改定は日本の主権を回復

するために多くの人々が望んでいることで、地

方議会での意見書採択が行われています。 

神奈川県では６月議会と９月議会に向け、広

範な国民連合・神奈川が呼びかけて県下の全自

治体の（県を含む）３４議会に陳情や請願を提

出する運動が行われ、7 つの議会が国に対して

意見書を提出しました（詳細は別表）。 

不採択となった自治体でも議員の精力的な賛

成討論や市民の連携がありました。 

また、この５年間で全国の地方議会 200 か所

以上で決議されていると聞きます（重複を含む）。
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今年は佐賀県議会、鹿児島県議会、山形県議会、

寒河江市議会、鳥栖市議会、堺市議会、越前市議

会などで決議されています。 

先日、札幌で行なわれた第 21 回全国地方議員

交流研修会でも日米地位協定の抜本改定に向け

て、真剣な意見交換が行われています。 

国会でも地方議会でも市民の間でも不平等条

約である日米地位協定の抜本改定を実現するよ

う取り組みます。 

 

神奈川県知事への要請行動 
 

2025年７月１６日（水）神奈川県知事に日米

地位協定の抜本改定の実現を目指す要請書を提

出。（28 名出席、要請者は８団体と個人１２７

名） 

その８団体は、厚木基地爆音防止期成同盟、

原子力空母の横須賀母港問題を考える市民の会、

第五次厚木基地爆音訴訟原告団、ストップ秘密

保護法かながわ、日米地位協定を考えるパネル

展実行委員会、NPO 団体 Don’tCｒｙ、ふぇみ

ん婦人民主クラブ、自主・平和・民主のための広

範な国民連合神奈川。 

要請行動では、池子の緑を守る会の池田さん

が要請書を読み上げ、日米地位協定の問題点と

して、①米軍による低空飛行訓練の実施、②米

軍人・軍属による事件事故に日本の法律が適用

できない状態、③他国では地位協定が見直され

ているのに日本では一度も改定されていない不

平等さ、の 3 点を指摘しました。 

要請内容は、①黒岩知事に渉外知事会の会長

として日米地位協定の抜本改定を政府に強く働

きかけること、②米軍関係者による事件事故の

情報が速やかに提供されるよう監督し、日本の

法令で措置するよう働きかけること、③県民に

対して日米地位協定の問題点や不平等性につい

て広く伝えること、の 3点です。 

知事要請と参加者の意見をうけ、神奈川県基

地対策担当局長から、①要請書は黒岩知事に確

実に報告する、②渉外知事会では平成 8 年から

日米地位協定の改定を国に求めてきたが改定に

は至っていない、③石破総理（当時）の発言を受

けて地位協定改定の機運が高まっている、④今

回の渉外知事会では、日米地位協定の改定につ

いても決議する見込みであることが報告されま

した。また、米軍の事件事故に関する情報開示

の不十分さや、県の広報での情報発信の課題に

ついても言及がありました。地位協定の改定だ

けでなく運用改善も含めた総合的な取り組みの

必要性を強調し、今後も意見交換・情報交換を

続けていく意向が示されました。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 県基地対策局長に要請書を渡す池田さん 県基地対策課と意見交換する要請参加者 
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神奈川県内の議会決議の状況（2025 年度） 
広範な国民連合が呼びかけ、県内すべての議会への請願・陳情の提出を目指した。 

（＊地方議会が〝意見を表明する権利〟は、地方自治法第 99 条に明記された権能であり、 

市民の暮らしや命に関わる課題について国に声を届けるのは、地方議会の重要な責務） 

区分 自治体数 自治体名 

意見書提出 ７ 
鎌倉市※、藤沢市、大和市、伊勢原市、 

南足柄市、葉山町、中井町 

審議したが、 

意見書 

提出ならず 

趣旨了承 １ 秦野市 

不了承 １０ 
神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市、平塚市、 

逗子市、厚木市、座間市、綾瀬市、清川村 

机上配布 机上配布 １１ 

小田原市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町、大井町、 

松田町、山北町、箱根町、真鶴町、湯河原町、 

愛川町 

未提出 ５ 横須賀市、三浦市、海老名市、二宮町、開成町 

合 計 34  

※鎌倉市は陳情が机上配布となった後、議員提案で意見書が議員提案された。 
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日米地位協定の改善に向けて国会でも議論を 
大塚小百合：衆議院議員 

 

立憲民主党日米地位協定研究会の有志 14 名

の国会議員団で沖縄 に辺野古新基地 建設現場、

採掘現場、 #嘉手納基地 などを視察、また山本

章子 琉球大学准教授を講師に迎えての日米地

位協定シンポジウムに参加しました。 

 神奈川 20 区には座間キャンプ があり、日本

で最も基地のある沖縄から、地位協定を通した

多くの学びを得ることができました。 

 辺野古新基地の埋め立てのための採掘現場や、

埋め立てや建設のすすむ海域では、ジュゴンや

日本最大の青珊瑚が無くなってしまった現状を

目の当たりにしました。 

 環境アセスに対する報告書の開示請求を市民

団体がしても、黒塗り資料のみ。誰が調査を行

ったかも非開示とのこと。軟弱地盤であり、杭

を打っても改良がなかなか進まず完成時期の見

通しが立たない状況です。 

 さらに膨らんでいくコスト

増も含めて、杜撰な計画に

対する税金の使われ方に疑

問を感じました。 

 シンポジウムでは、ＮＡ

ＴＯ加盟各国と比較して、い

かに日本が不利な条件で協定を

結んでいるのかを明確に知ることができました。 

 沖縄では、この不利益な条件に付随する問題

が山積しています。 

 特に PFOS による水汚染の問題は相模原市や

座間市 でも発生しており、基地との関係を注視

する必要があります。 

 米軍基地のあり方、国としていかに平和を守

っていくのか、根本的な地位協定の改善に向け

て国会でも議論を進めて参ります。 

（大塚さんのフェイスブックより了解を得て転載） 

 

 

 

高市総理、台湾有事に参戦か??  

踏み外し発言は一刻も早い撤回を！ 
        佐々木ナオミ：衆議院議員 

 

11 月 7 日からは、高市新政権下での初の予算

委員会が行われました。高市総理は、台湾有事

に関して、「戦艦を使い、武力の行使も伴うもの

であれば、どう考えても存立危機事態になりう

る」と発言。存立危機事態とは、わが国自身が攻

撃を受けていないのだけれども密接な関係にあ

る国が武力攻撃を受けた場合にわが国が、武力

行使できるということです。 

日本と台湾とは「民間レベルでの経済・文化

交流が活発な相互に重要なパートナー」という

関係になっています。その

一方で、田中角栄首相以

来、条約によって、安倍政

権も高市政権も、台湾と

中国は一つの国家であ

り、その地域を代表する正

式な政府は中国政府であると

いう立場をとっています。だとすれば、台湾と

中国の間の紛争は国内問題であり、国際法的に

は第三国が介入できる根拠はありません。 

https://www.facebook.com/hashtag/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E6%B0%91%E4%B8%BB%E5%85%9A?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E6%97%A5%E7%B1%B3%E5%9C%B0%E4%BD%8D%E5%8D%94%E5%AE%9A?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E6%B2%96%E7%B8%84?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E8%BE%BA%E9%87%8E%E5%8F%A4%E6%96%B0%E5%9F%BA%E5%9C%B0?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%98%89%E6%89%8B%E7%B4%8D%E5%9F%BA%E5%9C%B0?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%B1%B1%E6%9C%AC%E7%AB%A0%E5%AD%90?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%B1%B1%E6%9C%AC%E7%AB%A0%E5%AD%90?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D20%E5%8C%BA?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%BA%A7%E9%96%93%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%97?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E7%9B%B8%E6%A8%A1%E5%8E%9F%E5%B8%82?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%BA%A7%E9%96%93%E5%B8%82?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXUMMMQIxegqHU6lwdWdsvva7W3CcwfRpna96pyE9QCiU2r_aoLDP3Jt3oIPPWVMkqqJ0rJ0wumAs664k6qSNrdvIAz1nTjG49PYh8t0BW52Ho8PFfl8p6y0NO1AL49lh8nzexVvyHc1-MTz1lncL-77FuZWe_6icvNmAt0O4s4zZf50fbGHZQaNqbiLJZX8ms&__tn__=*NK-R
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そこで、安倍政権は安保法制の発動要件に台

湾有事が含まれるかいないか、明言しない「あ

いまい戦略」を採ってきました。 

今回の高市総理の答弁は、その安倍政権のガ

ラス細工のような不安定な法解釈を叩き壊し、

安保法制が、国際法や条約すら乗り越えて日本

を隣の超大国に対して参戦させうるという解釈

であり、むしろ安保法制の正当性を破壊しかね

ない盲論です。 

私たち立憲側からも答弁の撤回を求めており

ますが、いまだに撤回をしない高市総理。慌て

て政府は、「今回の首相答弁は政府統一見解で

はない」と言い出し、外務省は中国政府への釈

明に追われています。首相の国会答弁が政府の

見解ではないとは、憲政始まって以来の恥辱で

す。 

戦後長い間、官民様々なレベルで歴代首相は

じめ多くの先人たちが積み重ねてきた外交努力

を、高市総理が踏み外し、我が国が戦争に巻き

込まれるリスクを高めてしまった責任は大変に

重いと言わざるを得ません。 

中国政府が求めているのは、一つの中国とい

う、国際法上すでに得ている地位の確認です。

他方で、わが国や米国は、台湾に住む人々の意

思の尊重を求めています。国際法秩序と実際に

暮らす人の意思、そのどちらを無視しても台湾

海峡の平和は成り立ちません。その二つを踏み

越えないことが、関係するすべての国の義務な

のです。 

総理答弁の一刻も早い撤回と、信頼回復への

努力を求めていきます。 

 (佐々木ナオミさんの国政リポートウィークリ

ーNo.5 から、許可を得て転載しました） 

  

 

 

高市首相の「存立危機事態」答弁の訂正を求める 
上野学：鎌倉市議会議員 

 

１、台湾についての日本の公式見解がどうなっ

ているか 

日本は、第二次世界大戦後、米ソ冷戦構造の

出現により、中国大陸の中華人民共和国との講

和を棚上げし、1952 年に台湾の中華民国と国交

を樹立した（日華条約）。しかし、1971 年に米

中関係が突如改善したほか、国連の中国代表権

が中華人民共和国に移行（台湾は国連脱退）と

なる中、日本も中華人民共和国との国交樹立を

迫られることとなった。 

日本は中華人民共和国との 1972 年の共同声

明、1978年の平和友好条約において、次のこと

を約束した。①中華人民共和国政府が唯一の合

法政府であることを承認する。→これにより日

本国政府は中華民国政府

（台湾）との国交断絶、日

華条約の終了を行った。

②台湾が中華人民共和国

の領土の不可分の一部で

あるという中国の立場を

十分理解し、尊重する。③台

湾を中国に返還するというカイロ宣言を履行す

るという立場を堅持する。つまり、日本国政府

の公式見解かつ外交的取決めは、「一つの中国」

原則（中国は大陸、台湾を含めて一つの国とし

てしか存在しないこと、中国の正統な政府は中

華人民共和国だけであること、台湾問題は中国

の国内問題、台湾の独立を認めないこと）を認
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めている。実際、高市首相も台湾を「他国」では

なく「他の地域」と言っている。 

 

２、存立危機事態とは何か 

存立危機事態は武力攻撃事態等対処法第 2 条

第 1 項に規定されている法律用語である。「我

が国と密接な関係にある他国に対する武力攻撃

が発生し、これにより我が国の存立が脅かされ、

国民の生命、自由および幸福追求の権利が根底

から覆される明白な危険がある事態」のことで

ある。存立危機事態と認定するには、①「密接な

他国への武力攻撃」②「我が国の存立脅威＋国

民生命等に明白な危険」の二つを満たす必要が

ある。存立危機事態になると、日本が攻撃され

ていなくても、自衛隊が武力行使できるように

なる。これがいわゆる集団的自衛権の行使であ

る。ちなみに、日本が攻撃された場合は、同法の

「武力攻撃事態」に該当し、個別的自衛権とし

て自衛隊が武力行使できるようになる。「存立

危機事態」は使わない。 

 

３、高市首相は答弁の誤りを訂正すべき 

11 月 7 日衆院予算委員会で高市首長は、中国

が台湾を海上封鎖した場合で、どういう場合に

存立危機事態になると考えるかと問われ、「戦

艦を使って武力の行使を伴うものであれば、こ

れはどう考えても存立危機事態になりうるケー

スである。」と答弁した。「どう考えても」＝す

べての場合である。 

存立危機事態の要件②「我が国の存立脅威＋

国民生命等に明白な危険」については、台湾海

峡周辺の封鎖が必ず該当するか大いに疑問だが、

まだ政府の判断の余地があるので「なりうる」

のだろう。一方で、決定的な問題点は①「密接な

他国への攻撃」に該当するかである。確認した

いのは、質問者から「武力攻撃が誰に発生する

ことを言っているのか」と問われても、どの国

が攻撃された場合と答弁していないことだ。「ど

う考えても」＝すべての場合であるので、台湾

のみが攻撃された場合も含むことになる。しか

し、日本の立場としては、台湾は中華人民共和

国の一部であって、国ではない。また、国交のな

い日本と台湾との関係を「密接」とは到底言え

ない。①の要件を満たさないので、「どう考えて

も存立危機事態になりうる」ということには「な

りえない」。したがって、武力攻撃事態等対処法

の解釈誤りであるため、高市首相は答弁を訂正

すべきである。 

 

 

 

農家がいなくなる危機に 
岸圭介：伊勢原市議会議員・令和の百姓一揆神奈川代表 

 

「令和の百姓一揆」は 2025 年 3 月 30 日に、

東京の青山・渋谷に約30台のトラクターと4500

人を集めて、集会とパレードを行いました。ク

ラウドファンディングに全国から 2000 万円以

上の寄付が集まりました。代表は山形県農家の

菅野芳秀さん。彼から醸し出される優しさと明

るさが、分断をつくらずに、超党派で、農家が主

役で消費者が参加する活動

をつくっています。５年後

には農家がいなくなると

いう危機感から、欧米並み

の所得補償をすることで

次の作り手を育て食料自

給率をあげることを求めて
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います。 

消費者を含め、多くの方々に支持していただ

き、全国放送テレビ局のニュースになり、全国

紙の紙面にも載りました。次なる活動として、

地方議会における意見書の提案・採択を目指し

ています。神奈川県は、県議会が国に対し「食料

の安定供給及び農業の経営安定に向けた取組を

求める意見書」を提出していて、市町村でも地

元の農業を守ろうという機運は高まっています。

伊勢原市でも採択に向けて動いています。また、

2026 年は「令和の百姓一揆第 2弾」として、１

回目を上回るパレードを計画しています。 

所得補償は生産性の低い小規模農家を存続さ

せ、規模拡大を先送りするだけだという意見も

聞きますが、中山間地の田を放置すれば、治水

機能が失われ災害に弱くなり、景観と地域コミ

ュニティが失われていきます。米も輸入に頼る

ことになります。安全保障の観点からも、食料

自給率を高めなければなりません。それらを分

かっている欧米諸国は、農家に所得補償をして、

自給率を高めています。日本もその方向に舵を

きる必要があります。 

今年 10月には、綾瀬市議会議員の越川好昭さ

んなどと共に、JAはだの宮永均組合長と面会し

てきました。JA はだのは、農家を支えるための

実践をされている積極的な JA ですが、他の JA

と共に神奈川が一丸となって進めるのは難しい

という見解でした。しかし、向かう方向が同じ

ことは確認できました。 

 高市政権は、食料自給率をあげることに積極

的ではありません。備蓄米を元の量に戻す気も

なく、米の生産量を制限し、食料は輸入に頼れ

ばよいという考えのようです。その反面、戦争

の準備を進め、台湾有事は日本の存立危機事態

だと発言しています。この矛盾に、国民は大い

に危機感をもって向き合わなければいけないと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和の百姓一揆集会（2025.3.30） 

） 

令和の百姓一揆 デモの先頭を行くトラクター隊 令和の百姓一揆 デモ隊（青山公園～代々木公園） 



日 本 の 進 路  神奈川版    1993 年 9月２日 第三種郵便認可 

 

10 
 

全国地方議員交流研修会に 

神奈川から現職議員が多数参加 
越川好昭：綾瀬市議会議員 

           日中不再戦かながわ自治体議員ネット呼びかけ人 
 

広範な国民連合全国事務局が事務局となって

毎年開催している「全国地方議員交流研修会」

は今年１月に那覇市で、10 月には札幌市で開催

されました。 

 神奈川からは那覇市での開催には５人、札幌

市での開催には過去最高の 12 人の現職議員が

参加。県内議員の連携と交流を深めました。 

 どちらの開催でも第一分科会で神奈川から２

人ずつの議員が事例報告をして、中国との戦争

準備で神奈川の基地が訓練強化や多国間の訓練

で使用されている状況、日中不再戦の自治体議

員ネットの結成と取り組み、日米地位協定改定

の自治体議会での取り組

み状況や結果などを報告

しました。 

 神奈川からは複数の

政党からの参加者があ

り、幅の広いものとなり

ました。参加者からは概ね

好評の声を聞いています。 

 また、参加者の中には広範な国民連合の賛同

人になる議員もいました。 

 今後とも超党派の議員に参加を呼びかけ、連

携が広がるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の札幌での全国地方議員交流研修会 

 

１０月の全国地方議員交流研修会 第１分科会  

２月１５日、日中不再戦かながわ自治体議員ネット結成式 

記念講演会講師は孫崎享・元外務省情報局長 

10月１８日、日中不再戦かながわ自治体議員ネット講演会 

「沖縄の状況と中国との交流」講師は伊波洋一・参議院議員 
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第 10 回「近隣 4 ヶ国児童絵画交換展」（2025 年 10 月 24 日～26日開催） 

 

この絵画展は、近隣４ヶ国（日本、韓国、朝鮮、中国）の児童が描いた絵を、お互いに交換し友好

を築き上げて行こう、「次世代の子供たちに平和を！」という要旨で開催されていますが、今回は各

国緊張した政治状況もある中でいろいろ困難もありながらの開催となりました。 

以下、絵画交換展実行委員会の原田代表からのコメントです。 

「日々、ご苦労様です。近隣 4ヶ国児童絵画交換展は 2014年から SAAS や、コロナ禍を経ながら

も、今年は第 10回を迎えました。今年は朝鮮半島も緊張の度を増し、共和国は韓国を同族と見做さ

ないとして、祝賀メッセージは来ませんでした。 

直接の関わりはありませんが、実行委員会メンバーがみなさん７０歳代以上で、また、絵画を運搬

する車もままならず、継続が難しくなり、１１月末の反省会で、区切りの良い１０回で、円満に解散

することを決めました。これまでのご協力に感謝します。 原田章弘 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピースフェスティバルに参加 
 

 例年、各実行委員会主催で横須賀と大和で開催しているピースフェスティバルに出店しました。

横須賀会場では「日米地位協定の抜本改定」を中心に、大和・綾瀬会場では「日中不再戦」を中心に

アッピールを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日中不再戦を訴えた 

大和・綾瀬ピースフェスティバル 10.13 

日米地位協定の抜本改定を訴えた 
横須賀ピースフェスティバル 10.12 

近隣 4 ヶ国児童絵画交換展の絵を閲覧する来館者 



日 本 の 進 路  神奈川版    1993 年 9月２日 第三種郵便認可 

 

12 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃の御協力に感謝申し上げます。 

広範な国民連合・神奈川の活動は皆さまの賛同会費で運営しておりますが、財政がひっ迫し

ております。 会員の方は賛同会費納入と資金カンパも併せてお願いいたします。 

 

 

≪編集後記≫ 

私たち広範な国民連合・神奈川は 2024年 12月に第 22回総会を行い、日本が戦争に巻き込まれる
ことがあってはならない、そのためにも対米従属から独立・自主の政治に変わらなくてはとの思いで、
主な活動として三つを確認しました。 
・そのひとつは 
東アジアの平和のために、「台湾有事」を起こさせない活動、わが国が戦争に巻き込まれ加担しない
活動に力を入れます。 
・二つめは 
一番目とも関連するが日米地位協定の抜本改定を目指す世論と運動をつくる。 
・三つめは 
広範な国民連合の考え方を広め、広範な連携できる人々を作るために努力する 
もう一つ 
県民の切実な課題（生活困難者の問題、食糧自給率問題、公的医療、非正規労働などの労働条件の問
題）で地方自治体議員が積極的役割を果たせるよう連携し自治体への働き掛けを強めるというもので
した。 

 
この方針の元、様々な人たちとの連携や共同行動が増え、活動の結果だけではありませんが情勢の中
で同じような考えを持つ人が増えてきているように思います。 
この号では、1年間の活動をまとめてみました。 
「日中不再戦かながわ自治体議員ネット」の結成や日米地位協定抜本改定に向けた 2月の講演会、地
方議会への意見書採択の陳情・請願、県知事要請、若者たちのスピーチ＆ディスカッションなどなど
です。高市首相の「台湾有事は存続危機事態になり得る」発言については、了解を得て転載させてい
ただいたものもあります。 
2026年、各界各階層の皆さんとの連携が待たれています。ともに頑張りましょう。 
 

あなたも 広範な国民連合の賛同会員になってください 
賛 同 会 費 年 3,000 円 

「日本の進路(全国版)」 年 6,000 円 賛同会員の方は、購読をお願いします 

広範な国民連合（全国）の月刊『日本の進路』（500円）につきましては、読んでいる方から好評

の声が聞こえてきています。まだ購読されていない方にはお勧めします。是非ご購読を！ 

また、定期購読の会員の皆様には、普及用として 1冊 100円（新年号 200円、送料別）でお渡し

します。お友だちにご紹介ください。事務局までご連絡を。 

☆   ☆   ☆ 

賛同会費（年 3,000円）は、  国民連合・神奈川に振り込みお願いいたします。 

＜郵便振替＞ ００２３０－７－１１４６５１ 国民連合・神奈川 

 

この「日本の進路神奈川版」は、発行に経費が掛かっております。 

1 部２００円をお願いします。 

広範な国民連合・神奈川 

 


